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日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
は
、
旅
行

会
社
や
輸
送
事
業
者
、
宿
泊
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
て
８
月
に
実
施
し
た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

旅
行
客
受
入
拡
大
に
向
け
た
意
識
調
査
」
の
結

果
を

月

日
に
発
表
し
た
＝
既
報
。
回
答
者

数
は
１
０
９
４
件
（
輸
送
事
業
者
３
２
１
件
、

旅
行
会
社
３
０
８
件
、宿
泊
事
業
者
１
３
８
件
、

自
治
体
１
２
５
件
、
観
光
協
会

件
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ


件
）。調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
数
の

戻
り
具
合
を
２
０
１
９
年
と
比

較
し
て
聞
い
た
。
最
も
多
い
回

答
が
「

％
未
満
」

％
。
２

番
目
が「

～

％
」
％
。「


～
１
０
９
％
」（

年
と
ほ
ぼ
同

等
）と
、
年
水
準
を
超
え
た

「
１
１
０
％
以
上
」の
回
答
は
共

に
７
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
多

い
時
期
は
、
「
秋
季
（
紅
葉
の

シ
ー
ズ
ン
）
」
と
「
春
季
（
桜

の
シ
ー
ズ
ン
、イ
ー
ス
タ
ー
）」

だ
っ
た
。回
答
率
は
共
に

％
。

　
自
由
記
述
回
答
を
見
る
と
、

「
年
末
年
始
」や「
ク
リ
ス
マ
ス
」

な
ど
の
長
期
休
暇
の
時
期
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。「
中
国
国
慶
節

（

月
１
日
か
ら
）」も
中
国
人

観
光
客
が
多
い
と
い
う

回
答
が
あ
っ
た
。ま
た
、

特
定
の
時
期
で
は
な

く
、国
際
イ
ベ
ン
ト
や
、

祭
り
、
ク
ル
ー
ズ
船
の

入
港
な
ど
と
連
動
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
数
が
変
動
す
る
と

い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
を
含
む
観

光
全
体
を
見
る
と
、


年
と
ほ
ぼ
同
等
と
い
う

回
答
は

％
に
過
ぎ
な

い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
と
比
べ
て
お
お
む
ね

回
復
傾
向
が
強
く
、
こ

れ
は
国
内
旅
行
が
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
よ
り
も

早
く
回
復
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
業
種
別
で
は
宿
泊
事

業
者
が
全
体
を
上
回
る

水
準
で
回
復
が
進
ん
で

い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
重
点
市
場
に

つ
い
て
は
①
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
受
け
入

れ
に
お
け
る
重
点
市
場
（
国
、

地
域
）
は
あ
っ
た
か
②
現
在

（
お
お
む
ね

年
４
～
６
月
）、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
受
け

入
れ
が
多
い
の
は
ど
の
国
、
地

域
か
③
今
後
、
新
規
（
追
加
）

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
受

け
入
れ
強
化
を
予
定
し
て
い
る

国
、
地
域
は
あ
る
か
、
の
三
つ

の
質
問
を
設
定
。
そ
の
結
果
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
台
湾
を
中

心
に
東
ア
ジ
ア
の
重
要
度
が
高

か
っ
た
が
、
将
来
的
に
は
東
南

ア
ジ
ア
や
欧
米
も
東
ア
ジ
ア
と

同
程
度
の
回
答
が
あ
り
、
受
け

入
れ
市
場
の
拡
大
、
分
散
化
の

動
き
が
見
ら
れ
る
。

　
現
在
の
状
況
で
は
、
台
湾

（

％
）が
最
も
重
要
な
市
場
。

中
国
（

％
）
は
、
渡
航
制
限

の
影
響
で
コ
ロ
ナ
禍
以
前
（


％
）
よ
り
も
著
し
く
低
下
し
た

（

㌽
減
）
。

　
将
来
の
重
点
市
場
に
つ
い
て

は
、
約
半
数
の
回
答
者
が
「
設

定
し
て
い
な
い
」と
回
答
し
た
。

国
、
地
域
を
問
わ
ず
に
受
け
入

れ
る
、ま
た
は
、将
来
の
動
向
が

不
透
明
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
受
け

入
れ
の
課
題
を
聞
く
と
、「
人
手

不
足
や
人
材
不
足
」

％
が
最

も
多
い
。
マ
ク
ロ
な
課
題
と
し

て
は
、「
二
次
交
通
（
観
光
型
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
活
用
含
む
）
の
整
備

不
足
」

％
や
「
国
際
線
地
方

路
線
の
復
便
の
遅
れ
」

％
、

「
主
要
都
市
か
ら
地
方
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
不
十
分
」

％
な
ど

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
回
答
が

多
く
挙
が
っ
た
。
一
方
、
ミ
ク

ロ
な
課
題
と
し
て
は
「
多
言
語

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
十
分
（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
契
約

書
な
ど
の
多
言
語
化
）」
％
や

「
外
国
語
対
応
ス
タ
ッ
フ
の
雇

用
」

％
と
い
っ
た
多
言
語
対

応
関
係
の
回
答
が
目
立
っ
た
。

　
将
来
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
受
け
入
れ
を

さ
ら
に
伸
長
さ
せ
る
た

め
の
条
件
は
、
「
人
手

不
足
や
人
材
不
足
の
解

消
」

％
が
最
多
。
ま

た
、「
国
、政
府
の
支
援
、

官
民
連
携
」

％
や

「
国
際
線
地
方
路
線
の

復
便
、
新
規
航
空
路
線

の
取
り
込
み
」

％
、

「
自
治
体
の
広
域
連
携

の
拡
大
」

％
な
ど
、

「
国
、自
治
体
の
取
り
組

み
に
期
待
す
る
声
が
増

え
て
い
る
」
と
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
。「
多
言
語
対
応
の
拡

充（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
、
契
約
書
な
ど
の

多
言
語
化
）」
％
が
３

番
目
、
「
外
国
語
対
応

ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
」


％
が
４
番
目
だ
っ
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

客
受
け
入
れ
の
課
題
に
つ
い
て

「
人
手
不
足
や
人
材
不
足
」
と

回
答
し
た
人
に
そ
の
要
因
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
賃
金
待
遇
や
労

働
環
境
が
主
要
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
次

い
で
就
職
希
望
者
が
少
な
い
と

い
う
回
答
が
続
い
て
お
り
、
観

光
産
業
全
体
で
将
来
も
含
め
た

人
員
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
人
手
不
足
や
人
材
不

足
の
職
種
に
つ
い
て
も
質
問
。

全
体
的
に
顧
客
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
営
業
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
関
係
に
携
わ
る
人
材

も
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
同
調
査
は
、
来
年
１
～
２
月

に
２
回
目
、
７
月
に
３
回
目
を

実
施
す
る
予
定
。


